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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第119期

第１四半期連結
累計期間

第120期
第１四半期連結
累計期間

第119期

会計期間

自平成22年
４月１日
至平成22年
６月30日

自平成23年
４月１日
至平成23年
６月30日

自平成22年
４月１日
至平成23年
３月31日

売上高（千円） 9,149,1809,436,62931,778,061

経常利益又は経常損失（△）　（千

円）
203,539 188,804△437,602

四半期（当期）純利益又は四半期

純損失（△）　（千円）
△122,151 96,986 322,852

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
△122,151 184,165 273,617

純資産額（千円） 7,534,6608,086,4147,965,924

総資産額（千円） 8,944,6439,214,6829,351,540

１株当たり四半期（当期）純利益

金額又は１株当たり四半期純損失

金額（△）（円）

△0.42 0.33 1.11

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 84.24 87.65 85.33

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。　

３．潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４．第119期第１四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。　

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書

に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。　

（1）業績の状況　

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災発生当初のサプライチェーンの分断による生産活

動の低下等に改善の兆しがみられるものの、福島原発事故に伴う電力供給不安、欧州諸国の財政問題による信用不安、

継続的な円高の進行、依然として厳しい雇用情勢等、予断を許さない状況にあります。

　このような経済状況のもと、当社グループ（当社及び連結子会社）は、貴金属市況において生産能力に見合った原料

集荷が当初見込みを下回ったものの、金・銀・プラチナ等の貴金属価格が回復基調にあったことから業績は概ね好調

に推移いたしました。不動産市況においては、一部で不動産価格の底打ちの兆候が見られるものの、資金調達環境の改

善の兆しはみられず、依然厳しい環境のもと推移いたしました。機械事業におきましては、中国をはじめとするアジア

諸国や欧州の需要増加等、工作機械の受注は回復基調にあり、業績は概ね好調に推移いたしました。　

　この結果、当第１四半期の売上高は9,436,629千円（前年同期9,149,180千円）、営業損益は202,616千円の利益（前

年同期216,949千円の利益）、経常損益は188,804千円の利益（前年同期203,539千円の利益）、四半期純損益は96,986

千円の利益（前年同期122,151千円の損失）となりました。

　セグメントの業績は次のとおりであります。

　貴金属事業におきましては、売上高は8,624,442千円（前年同期8,374,767千円）、営業損益は85,758千円の利益（前

年同期84,168千円の利益）となりました。

　不動産事業におきましては、売上高は64,782千円（前年同期12,402千円）、営業損益は11,265千円の損失（前年同期

11,563千円の損失）となりました。

　機械事業におきましては、売上高は552,741千円（前年同期507,552千円）、営業損益は28,146千円の利益（前年同期

21,830千円の利益）となりました。

　投資事業におきましては、有価証券等に投資を行っており、営業損益は189,694千円の利益（前年同期249,928千円の

利益）となりました。　

（2）事業上及び財務上の対処すべき課題　

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

（3）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 1,158,900,000

計 1,158,900,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成23年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年８月15日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 289,747,982 289,747,982
東京証券取引所市場第二部

大阪証券取引所市場第二部

単元株式数

100株

計 289,747,982 289,747,982 － －

（２）【新株予約権等の状況】

 該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数増
減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減
額（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成23年４月１日～

平成23年６月30日
－ 289,747,982－ 12,782,064 － －
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（６）【大株主の状況】

 当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

（７）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成23年６月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】

　 平成23年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　　87,600 － －

完全議決権株式（その他）
普通株式 　289,223,500　

　
2,892,235 －

単元未満株式 普通株式　 　　436,882　　　 － －

発行済株式総数 289,747,982 － －

総株主の議決権 － 2,892,235 －

　

②【自己株式等】

 平成23年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

中外鉱業株式会社
東京都千代田区丸の

内二丁目４番１号
87,600 － 87,600 0.03

計 － 87,600 － 87,600 0.03
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２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結会計期間（平成23年４月１日から平

成23年６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について監査法人ハイビスカスによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,940,784 2,243,631

受取手形及び売掛金 1,132,350 1,442,651

有価証券 35,847 55,102

商品及び製品 779,953 749,822

仕掛品 116,741 106,913

原材料及び貯蔵品 50,623 27,528

販売用不動産 357,080 315,513

仕掛不動産 431,085 431,246

預け金 998,829 500,302

デリバティブ債権 141,360 －

その他 39,728 40,405

流動資産合計 6,024,384 5,913,117

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 1,039,655 1,103,432

減価償却累計額 △179,920 △199,271

建物及び構築物（純額） 859,734 904,160

機械装置及び運搬具 520,657 520,657

減価償却累計額 △320,362 △330,754

機械装置及び運搬具（純額） 200,295 189,903

土地 1,548,845 1,548,845

建設仮勘定 58,348 －

その他 81,049 81,199

減価償却累計額 △61,759 △62,666

その他（純額） 19,290 18,532

有形固定資産合計 2,686,515 2,661,442

無形固定資産

地上権 365,000 365,000

その他 5,894 5,665

無形固定資産合計 370,894 370,665

投資その他の資産

投資有価証券 101,946 101,946

出資金 9,205 9,205

長期未収入金 471,123 471,123

敷金及び保証金 147,082 146,471

その他 11,513 11,834

貸倒引当金 △471,123 △471,123

投資その他の資産合計 269,746 269,457

固定資産合計 3,327,156 3,301,564

資産合計 9,351,540 9,214,682
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 10,635 5,951

1年内返済予定の長期借入金 168,826 168,826

未払金 51,317 41,115

未払法人税等 34,626 12,404

債務保証損失引当金 15,896 15,896

デリバティブ債務 189,310 －

その他 20,776 28,704

流動負債合計 491,388 272,899

固定負債

長期借入金 640,967 598,937

金属鉱業等鉱害防止引当金 7,033 7,033

資産除去債務 169,567 170,528

長期未払金 69,912 68,112

預り敷金保証金 6,747 10,757

固定負債合計 894,227 855,368

負債合計 1,385,616 1,128,267

純資産の部

株主資本

資本金 12,782,064 12,782,064

利益剰余金 △4,771,529 △4,674,542

自己株式 △30,916 △30,924

株主資本合計 7,979,619 8,076,598

少数株主持分 △13,695 9,815

純資産合計 7,965,924 8,086,414

負債純資産合計 9,351,540 9,214,682

EDINET提出書類

中外鉱業株式会社(E00027)

四半期報告書

 9/16



（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

売上高 9,149,180 9,436,629

売上原価 8,587,751 8,883,684

売上総利益 561,428 552,945

販売費及び一般管理費 344,478 350,329

営業利益 216,949 202,616

営業外収益

受取利息 14 14

国庫補助金収入 9,806 10,066

その他 1,998 1,028

営業外収益合計 11,818 11,108

営業外費用

支払利息 2,555 3,029

休山管理費 20,896 21,878

その他 1,776 12

営業外費用合計 25,228 24,920

経常利益 203,539 188,804

特別利益

貸倒引当金戻入額 7 －

特別利益合計 7 －

特別損失

貸倒引当金繰入額 171,000 －

前期損益修正損 12,809 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 136,927 －

特別損失合計 320,736 －

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△117,190 188,804

法人税、住民税及び事業税 4,961 4,961

法人税等調整額 － △321

法人税等合計 4,961 4,639

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△122,151 184,165

少数株主利益 － 87,178

四半期純利益又は四半期純損失（△） △122,151 96,986
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△122,151 184,165

四半期包括利益 △122,151 184,165

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △122,151 96,986

少数株主に係る四半期包括利益 － 87,178
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【追加情報】

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の

訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計

基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

【注記事項】

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期

連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。　

前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

 　（千円）

減価償却費 21,832

 　（千円）

減価償却費 30,880
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）　

　

報告セグメント　

合計　　　　
調整額　　　　

（注１）

四半期連結

損益計算書

計上額　　　　

（注２）
貴金属　 不動産　 機械　　 投資　　

売上高 　 　 　 　 　 　 　

（1）外部顧客に対す

る売上高
8,374,76712,402507,552254,4589,149,180 － 9,149,180

（2）セグメント間の

内部売上高又は振替

高

－ 4,016 － － 4,016(4,016) －

計 8,374,76716,418507,552254,4589,153,197(4,016)9,149,180

セグメント利益又はセ

グメント損失（△）
84,168△11,56321,830249,928344,363(127,414)216,949

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額127,414千円には、各報告セグメントに配分されていない全社

費用127,414千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費

であります。 

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。 

  

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成23年４月１日　至平成23年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）　

　

報告セグメント　

合計　　　　
調整額　　　　

（注１）

四半期連結

損益計算書

計上額　　　　

（注２）
貴金属　 不動産　 機械　　 投資　　

売上高 　 　 　 　 　 　 　

（1）外部顧客に対す

る売上高
8,624,44264,782552,741194,6649,436,629 － 9,436,629

（2）セグメント間の

内部売上高又は振替

高

－ 4,016 － － 4,016△4,016 －

計 8,624,44268,798552,741194,6649,440,646△4,0169,436,629

セグメント利益又はセ

グメント損失（△）
85,758△11,26528,146189,694292,334△89,718202,616

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額△89,718千円には、各報告セグメントに配分されていない全社

費用△89,718千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理

費であります。 

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。 
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり

四半期純損失金額（△）
△0円42銭 0円33銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）

（千円）
△122,151 96,986

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期

純損失金額（△）（千円）
△122,151 96,986

普通株式の期中平均株式数（千株） 289,661 289,660

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年８月10日

中外鉱業株式会社

取締役会　御中

監査法人ハイビスカス

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 阿部　海輔　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 髙橋　克幸　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている中外鉱業株式会社の

平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成23年４月１日から平成23年

６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビュー

を行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財務

諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成

し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任　

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分

析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる

監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論　

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、中外鉱業株式会社及び連結子会社の平成23年６月30日現在の財政状態及

び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な

点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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